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一
般
質
問
　
金
城
　
好
春 

議
員

   

問

津
嘉
山
区
に
は
首
里
王
府
か

ら
賜
っ
た
御ご

は
い
り
ょ
う
ば
た

拝
領
旗
が
あ
る
。
綱

曳
き
当
日
は
東(

ア
ガ
リ)

、
西(

イ

リ
ー)

そ
れ
ぞ
れ
の
御
物
（
グ
ム

チ)

を
出
発
し
て
旗
頭
を
先
頭
に

津
嘉
山
小
学
校
ま
で
道
ズ
ネ
ー
で

優
雅
に
進
む
。
し
か
し
、
電
線
が

旗
頭
よ
り
低
い
位
置
に
あ
り
、
旗

頭
を
妨
げ
て
い
る
。
美
し
さ
が
途

切
れ
て
し
ま
う
。
綱
曳
き
行
列
コ
ー

ス
上
の
電
線
の
か
さ
上
げ
が
で
き

な
い
か
。

教
育
長 
実
施
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
に
要
請
し
て
い
く
。

津
嘉
山
小
学
校
の

環
境
整
備
を

問 

津
嘉
山
小
学
校
の
運
動
場

入
口
に
建
設
さ
れ
た
東
屋
の
茅
葺

き
屋
根
は
、
長
い
年
月
で
茅
が
腐

食
し
て
穴
だ
ら
け
と
な
っ
て
い
る
。

修
復
し
て
教
材
用
と
し
て
保
存
で

き
な
い
か
。

教
育
長 

茅
葺
き
屋
根
の
修
復
は

40
周
年
記
念
事
業
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業

を
中
心
に
計
画
し
て
い
る
。

問 

町
道
や
公
園
の
除
草
作
業
で

刈
り
取
っ
た
茅
を
東
屋
の
修
復
に

利
用
で
き
な
い
か
。

教
育
長 

町
道
な
ど
の
除
草
作
業

で
刈
り
取
っ
た
茅
が
使
用
で
き
る

茅
で
あ
れ
ば
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
と
連

携
し
て
搬
送
で
き
る
よ
う
相
談
す
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
40
周
年
記
念
事
業
に
で

き
る
限
り
協
力
し
た
い
。

問 

津
嘉
山
小
学
校
運
動
場
に
設

置
さ
れ
て
い
る
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
は
、

長
い
年
月
に
よ
り
鉄
パ
イ
プ
が
腐

食
し
て
危
険
で
あ
る
。
早
急
に
修

復
で
き
な
い
か
。

教
育
長 

早
急
に
修
繕
す
る
。

津
嘉
山
の
町
道
認
定
を
問
う

問 

津
嘉
山
１
８
２
１
番
地
４

の
仲
里
マ
ン
シ
ョ
ン
前
か
ら

１
６
６
４
番
地
１
前
ま
で
の
区
間

を
町
道
認
定
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

沿
道
の
６
筆
は
分
筆
も

町
へ
の
所
有
権
移
転
も
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
町
道
認
定
で
き
て
い
な

い
。
現
在
、
地
権
者
と
交
渉
を
進

め
て
い
る
。
６
筆
の
う
ち
、
３
筆

の
地
権
者
か
ら
同
意
を
得
た
。
今

後
も
残
り
の
３
筆
の
同
意
が
得
ら

れ
る
よ
う
地
権
者
へ
の
交
渉
を
続
け
、

町
道
認
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

金城　好春 議員

電線かさ上げで
津嘉山綱曳きを
優雅に　　　　
答　実施できるよう関係機関に要請する　　

茅葺き屋根の東屋


